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１ 調査概要 

1-1 調査目的 

本調査は、本学が掲げるディプロマ・ポリシーおよびそれに基づいて実施してきた

教育が、卒業後のキャリア形成において卒業生にどのような効果をもたらしているか

について、卒業生ならびに病院・企業等の評価を通じて検証するものである。あわせ

て、その結果を踏まえ、今後の教育制度の改善に資する基礎資料を得ることを目的と

する。 

 

 

1-2 具体的な検証内容 

・2022 年度以前の卒業生及び 2023 年度卒業生の動向を比較分析し、教育成果ならび 

に意識の変化を把握する。 

・病院・企業等の評価を通じて、本学の教育効果を検証し、卒業生に求められる能力 

や資質に対する本学教育の有効性を把握する。 

 

1-3 調査対象 

⚫ 薬学科：2020年度～2022 年度に本学薬学科を卒業した 800 名 

      2023 年度に本学薬学科を卒業した 241 名 

（薬学部６年制に移行後の卒業者） 

⚫ 創薬科学科：2020 年度～2022 年度に本学創薬科学科を卒業した 64名 

        2023 年度に本学創薬科学科を卒業した 7名 

⚫ 病院・企業等：2025 年 2月 7日（金）開催学内合同企業セミナー参加 131 法人 

【薬学科ディプロマ・ポリシー】（2018～2023 年度入学者） 

[DP1] 見識ある医療人としての豊かな人間性・高い責任感・倫理観や幅広い視野・患者本位の視

点・薬剤師としての心構えを有する。 

[DP2] 高度化、専門化する医療に対応できる薬学の基礎知識と専門知識を有する。 

[DP3] 科学的・論理的な思考能力を基礎として、問題を構造化し、解決する能力を有する。 

[DP4] チーム医療や地域医療において、薬の専門家として活躍するために必要な臨床現場での実

践的な技能とコミュニケーション能力を有する。 

[DP5] グローバル化に対応した国際感覚や語学力を有する。 

【創薬科学科ディプロマ・ポリシー】（2018～2023 年度入学者） 

[DP1] 医療を含む生命科学領域に関わるための広い教養を身に付け、生命や健康に対する高い倫

理観を身に付けている。 

[DP2] 医薬品や機能性素材などの創製に必要となる基礎知識と高度な専門知識と技術を身に付

けている。 

[DP3] 医療を含む生命科学領域で活躍するために必要となるコミュニケーション能力並びにプ

レゼンテーション能力を身に付けている。 

[DP4] 人々の健康に携わり、広く社会に貢献しうる人材に必要な技能や態度を身に付けている。 

[DP5] 人を支援する専門的でかつ協働的な実践力を身に付け、人々の健康と福祉の向上に貢献で

きる起業家となり得る能力を身に付けている。 

[DP6] 自ら設定した研究課題に対して、適切な手法を選択し、解決に導く方法を身に付けている。 
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1-4 調査時期 

⚫ 薬学科 

2020 年度～2022 年度卒業生：2023 年 7 月 12日（水）～2023 年 8 月 31日（木） 

2023 年度卒業生：2025 年 8月 8 日（金）～９月 1 日（月） 

⚫ 創薬科学科 

2020年度～2022 年度卒業生：2023 年 7 月 12日（水）～2023 年 8 月 31日（木） 

2023 年度卒業生：2025 年 8月 8 日（金）～９月 1 日（月） 

⚫ 病院・企業等：2025 年 2月 7日（金） 

 

1-5 調査方法 

自記式アンケート（Web回答） 

 

1-6 有効回答数 

⚫ 薬学科 

2020年度～2022 年度卒業生：252 名（回答率 31.5％）  

2023 年度卒業生：40 名（回答率 16.6％） 

⚫ 創薬科学科 

2020 年度～2022 年度卒業生：26 名（回答率 40.6％） 

2023 年度卒業生：3名（回答率 42.9％） 

⚫ 病院・企業等：108 法人（110 件）（回答率 82.4％） 

 

1-7 2020～2023 年度卒業生の学生生活の背景 

本調査の対象である 2020～2023 年度卒業生は、新型コロナウイルス感染症の影響に

より、対面授業を中心とした授業形態から、オンラインを中心とする授業形態への移

行を余儀なくされた世代である。こうした学修環境は、学生の学習方法や習慣、交流

の機会、学修成果に影響を与えた可能性がある。 
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2 結果・考察 

 

【1】 職種・業種の現状 

薬学科は年度を問わず、保険薬局、病院、ドラッグストアといった薬剤師職が圧倒

的多数を占めている。一方、創薬科学科は大学院修士課程修了者が多く、研究・開

発職を中心に多様な分野へ進出している。 

 

【2】 ディプロマ・ポリシー（DP）に基づく能力の重要度 

薬学科：2022 年度以前の卒業生と 2023 年度卒業生を比較した結果、DPに基づく

各能力の重要度評価はいずれも概ね同程度であり、全体として遜色のない結果が得

られた。特に、「高い責任感・倫理観（DP1）」「論理的な思考力（DP3）」「適切に

課題を解決する能力（DP3）」「コミュニケーション能力（DP4）」については、極

めて重要度が高いことが示された。 

これらの結果から、多様な職能の場において、責任感・倫理観、論理的思考力、な

らびに対人技能が重要な資質であることが、改めて確認された。 

また、2023 年度卒業生の「国際感覚」および「語学力」の重要度評価については

2022 年度以前の結果を上回っており、グローバル化に対する意識の高まりがうか

がえる。 

病院・企業等は「高い責任感・倫理観（DP1）」および「コミュニケーション能力

（DP4）」を重視しており、卒業生の自己認識と社会的ニーズとの間に高い一致が

認められる。 

 

創薬科学科：2022 年度以前の卒業生と 2023 年度卒業生を比較した結果、DP に基

づく各能力の重要度評価において、概ね同程度であり、全体として遜色のない結果

が得られた。特に、DP3・DP5・DP6に該当する能力の重要度については、高い

水準を維持または向上しており、学科の教育目標の方向性と整合している。一方

で、「高い責任感および倫理観（DP1）」については、2023 年度卒業生において重

要度評価の低下が見られた。これは、大学院進学者が多く、現時点では当該能力の

重要性を実感する機会が少ないことが一因であると推測される。 

病院・企業等は「高い倫理観（DP1）」および「コミュニケーション能力（DP3）」

を極めて重視している。本学卒業生の修得度もやや高い評価を得ていることから、

実務に対応し得る水準に達していると考えられる。 
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【3】 ディプロマ・ポリシー（DP）以外の能力・意識の重要度 

2022 年度以前の卒業生と 2023 年度卒業生を比較した結果、DP以外の各能力・意

識の重要度評価において、概ね同程度であり、全体として遜色のない結果が得られ

た。 

調査全体を通じて、両学科ともに「生涯にわたり自己学習する姿勢」は重要度が高

く、変化の激しい業界において不可欠な基盤として認識されていることが示され

た。 

2023 年度卒業生においては、両学科共通で「リーダーシップ」が高く評価されて

おり、加えて薬学科においては「自立的な実行力」「自ら課題を見出す力」が、創

薬科学科では「多角的な視野」「新しい価値を生み出す力」を高く評価している。 

病院・企業等の評価においても、薬学科に対しては「自立的な実行力」や「自ら課

題を見出す力」が、創薬科学科に対しては「多角的な視野」および「新しい価値を

生み出す力」を高く評価されており、卒業生の自己認識と概ね一致している。 

 

【4】 授業・活動の役立ち度 

専門教育： 薬学科は「病態・薬物治療」が、創薬科学科は「卒業研究・論文作

成」が全体的に最も高く評価されており、各学科の教育の核がキャリア形成に直結

している。 

課外活動： 両学科とも「アルバイト」や「サークル活動」の役立ち度が高く、社

会人としての基礎能力や組織内での役割を学ぶ場として機能していると考えられ

る。 

 

【5】 母校推奨度 

薬学科 2023 年度生の推奨度は 92.5％と、2022 年度以前（81.8％）より大幅に上

昇した。2023 年度の卒業生が挙げた主な理由としては「自由に使える時間の確

保」や「国家試験サポート」が高く評価されている点が挙げられる。創薬科学科で

は、2023 年度卒業生が「専門以外の学び」や「魅力的な教員」を評価するなど、

両学科ともに、年度によって本学の魅力に対する捉え方に変化が見られる。 

 

【6】 卒業生との関係性 

半数以上が卒業後も「挨拶・近況報告」や「求人情報の提供」等で大学と接触して

おり、帰属意識が保たれている。このネットワークはキャリア支援や課外活動支援

の発展に寄与する資産である。 
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【7】 今後の教育制度改善 

＜実務・実践スキルの補完＞ 

今後、本学がさらなる教育効果の向上を図るためには、アクティブラーニング等を

通じて、主体的な学修や他者と協働しながら学ぶ機会を促進する取組を一層強化す

ることが重要である。これにより、学生の成長を促すとともに、社会で活かされる

力の育成につながると考えられる。 

 

＜基礎科目・語学教育の再検討＞ 

「物理」等の基礎科目や「語学」は、重要度・役立ち度ともに相対的に低く評価さ

れる傾向にある。これらが将来の専門性や実務にどう結びつくのか、学生への動機

づけを再考する余地がある。 

 

＜主体性と創造性の育成＞ 

病院・企業等の自由記述からは「前向きにチャレンジする姿勢」や「医療の変化を

理解し社会に応える力」が期待されている。専門知識に留まらず、環境変化に柔軟

に対応し、主体的に行動できる人材を養成するための教育的工夫が求められる。 

 

＜国家試験対策＞ 

学生からは、国家試験対策について、特に 5・6 年次における体系的な学修支援の

不足や、学年進行に伴う学修ペース形成の難しさに関する意見が多く寄せられた。 

これらの意見は、主にコロナ禍における制約下での対応を背景とするものである。

現在は、学修支援体制がコロナ禍前の水準に戻りつつあり、あわせて内容の見直し

や充実を図るなど、改善が進められている。 

 

＜就職支援とキャリア形成の多様化＞ 

「薬剤師以外の多様なキャリアパス提示」や「就活情報の発信」など、時代に即し

た手厚い就職支援の充実が求められている。 

 

3 まとめ 

本学の教育は社会の基盤を支える人材を確実に輩出していることが確認された。し

かし同時に、実務スキルやキャリア形成、組織のコミュニケーションにおいて、時

代とともに変化するニーズとのギャップも明確になった。 本学は、これらの卒業

生、病院・企業等の声を真摯に受け止め、「社会の変化に柔軟に対応し、自ら課題

を解決できる質の高い医療人・研究者」を育成するためのカリキュラム改革と組織

体制のさらなる充実を推進していく。 

 

以上 
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4 卒業生調査集計結果 

4-1 基本情報 

（１） 性別 

【薬学科】2020～2022 年度卒業生（n=252）／2023 年度卒業生（n=40） 

 

【創薬科学科】2020～2022 年度卒業生（n=26）／2023 年度卒業生（n=3） 

 

 

 

（２） 学部の卒業年月 

【薬学科】2020～2022 年度卒業生（n=252）／2023 年度卒業生（n=40） 

 

【創薬科学科】2020～2022 年度卒業生（n=26）／2023 年度卒業生（n=3） 
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2023年度卒業 2022年度卒業 2021年度卒業 2020年度卒業
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（３） 最終学歴 

【薬学科】2020～2022 年度卒業生（n=252） 

（2023 年度卒業生調査には設問なし） 

 

【創薬科学科】2020～2022 年度卒業生（n=26） 

（2023 年度卒業生調査には設問なし） 
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本学学部卒業
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（４） 現在の雇用形態（在学状況） 

【薬学科】2020～2022 年度卒業生（n=252）／2023 年度卒業生（n=40） 

 

【創薬科学科】2020～2022 年度卒業生（n=26）／2023 年度卒業生（n=3） 
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（５） 現在の職種・業種 

【薬学科】2020～2022 年度卒業生（n=245）／2023 年度卒業生（n=38） 

 

【創薬科学科】2020～2022 年度卒業生（n=12）／2023 年度卒業生（n=1） 
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研究（医薬品メーカー）

研究・開発（その他メーカー）

行政（地方公務員）

品質管理（医薬品メーカー）

2020～2022年度卒業生 2023年度卒業生
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4-2 本学の教育効果 

（１） DP で掲げた能力がどの程度重要であるか 

「とても重要である（５）」「まあ重要である（４）」「どちらとも言えない（３）」

「あまり重要でない（２）」「全く重要でない（１）」の５段階評価で調査。 

 

【薬学科】2020～2022 年度卒業生（n=252）／2023 年度卒業生（n=40） 

 
【創薬科学科】2020～2022 年度卒業生（n=26）／2023 年度卒業生（n=3） 

 
 

4.0

4.0

4.9

4.1

4.8

4.8

4.3

4.4

4.4

4.7

3.6

3.5

4.8

4.3

4.6

4.4

4.2

4.5

4.3

4.5

0 1 2 3 4 5

語学力 [DP5]

国際感覚 [DP5]]

コミュニケーション能力 [DP4]

臨床現場での実践的な技能 [DP4]

適切に課題を解決する能力 [DP3]

論理的な思考力 [DP3]

薬学の高度な専門知識 [DP2]

薬学の基礎知識 [DP2]

患者本位の視点 [DP1]

高い責任感および倫理観 [DP1]

2020～2022年度卒業生 2023年度卒業生

4.7

4.7

4.7

4.7

4.3

4.7

4.7

4.3

4.3

4.3

4.0

3.7

4.6

4.6

4.7

4.5

4.3

4.6

4.7

4.4

4.2

4.3

4.3

4.5

0 1 2 3 4 5

適切に課題を解決する力 [DP6]

自ら課題を見出す力 [DP6]

自立的な実行力 [DP5]

ディスカッション能力 [DP5]

社会貢献に対する熱意および責任感 [DP4]

プレゼンテーション能力 [DP3]

コミュニケーション能力 [DP3]

語学力 [DP3]

薬学の高度な専門知識および技術 [DP2]

薬学の基礎知識 [DP2]

幅広い一般教養 [DP1]

高い責任感および倫理観 [DP1]

2020～2022年度卒業生 2023年度卒業生



13 ／ 30 

 

（２） DP で掲げた能力以外で在学中に習得すべきだと考える能力・意識 

「とても必要である（５）」「まあ必要である（４）」「どちらとも言えない（３）」

「あまり必要でない（２）」「全く必要でない（１）」の５段階評価で調査。 

 

【薬学科】2020～2022 年度卒業生（n=252）／2023 年度卒業生（n=40） 

 

【創薬科学科】2020～2022 年度卒業生（n=26）／2023 年度卒業生（n=3） 

 

 

4.5

4.2

4.4

4.3

4.3

4.3

4.5

4.5

4.4

3.9

4.5

4.2

4.3

4.2

4.0

4.1

4.4

4.5

4.2

4.0

0 1 2 3 4 5

生涯にわたり自己学習する意識および姿勢

社会や科学の動向に関心を持ち新しい価値を生み出す

力

専門分野以外にも関心を持ち多角的に物事を捉える広

い視野

ディスカッション能力

プレゼンテーション能力

リーダーシップ

自ら課題を見出す力

自立的な実行力

幅広い一般教養

薬学以外の専門知識・技能

2020～2022年度卒業生 2023年度卒業生

4.7

4.7

4.7

4.7

3.3

4.5

4.5

4.5

4.1

3.9

0 1 2 3 4 5

生涯にわたり自己学習する意識および姿勢

社会や科学の動向に関心を持ち新しい価値を生

み出す力

専門分野以外にも関心を持ち多角的に物事を捉

える広い視野

リーダーシップ

薬学以外の専門知識・技能

2020～2022年度卒業生 2023年度卒業生
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（３） 「（１）」「（２）」以外で在学中に習得すべきだと考える能力・意識 

【薬学科】 

2020～2022 年度卒業生（複数の回答があった意見を抜粋） 

⚫ 診療報酬や保険制度に関する知識（回答数 2） 

⚫ ストレスコントロール（回答数 2） 

 

  2023 年度卒業生 

⚫ 文系科目に関する基礎知識 

⚫ 薬以外の病気に対する対処法（ストレッチの仕方や日常生活での小さ

なコツなど） 

 

 【創薬科学科】 

2020～2022 年度卒業生 

⚫ 計画力 

 

  2023 年度卒業生 

なし 
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（４） 大学の授業及び課外活動等がどの程度役立ったか 

「とても役立った（５）」「まあ役立った（４）」「どちらとも言えない（３）」 

「あまり役立たなかった（２）」「全く役立たなかった（１）」の５段階評価で調査。 

 

 2020～2022 年度卒業生 2023 年度卒業生 

専門科目（物理） n=252 n=40 

専門科目（化学） n=252 n=40 

専門科目（生物） n=252 n=40 

専門科目（衛生） n=252 n=40 

専門科目（薬理） n=251 n=40 

専門科目（薬剤） n=252 n=39 

専門科目（病態・薬物治療） n=251 n=40 

専門科目（法規・制度・倫理） n=251 n=40 

卒業研究・卒業論文作成 n=252 n=40 

学外実習（薬局病院実務実習） n=251 n=40 

一般教養科目（英語） n=250 n=40 

一般教養科目（英語以外の人文社会系） n=249 n=39 

一般教養科目（情報科学） n=249 n=39 

一般教養科目（情報科学以外の理数系） n=249 n=39 

留学（大学の正課のプログラム） n=174 n=25 

留学（学外の個人参加のプログラム） n=175 n=27 

サークル活動・部活動 n=244 n=40 

ボランティア活動 n=182 n=29 

アルバイト n=247 n=40 
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【薬学科】 

 

【創薬科学科】 

 

4.3

2.9

3.8
2.6

2.5
2.7

3.0

2.8
3.6

4.5

3.6
4.5

4.7
4.3

4.5
3.4

3.7

3.4
2.7

4.3
3.2

3.7
2.9
2.9

2.8

3.0

2.9

3.1
4.4

3.3
4.1

4.6

4.2

4.5
3.7

3.8

3.4
2.9

0 1 2 3 4 5

アルバイト

ボランティア活動

サークル活動・部活動

留学（学外の個人参加のプログラム）

留学（大学の正課のプログラム）

一般教養科目（情報科学以外の理数系）

一般教養科目（情報科学）

一般教養科目（英語以外の人文社会系）

一般教養科目（英語）

学外実習（薬局病院実務実習）

卒業研究・卒業論文作成

専門科目（法規・制度・倫理）

専門科目（病態・薬物治療）

専門科目（薬剤）

専門科目（薬理）

専門科目（衛生）

専門科目（生物）

専門科目（化学）

専門科目（物理）

2020～2022年度卒業生 2023年度卒業生

4.5
4.0
4.0

2.0

2.0
3.0

4.3
4.0

4.0

4.7
4.7

3.3
2.7
2.7

4.0

3.7
4.7

3.3

2.7

4.0

3.5
3.8

3.4
3.3

3.4

3.8
3.5

4.0
3.9

4.5
3.7

3.8
3.6

3.8

3.5
3.9

3.8
3.4

0 1 2 3 4 5

アルバイト

ボランティア活動

サークル活動・部活動

留学（学外の個人参加のプログラム）

留学（大学の正課のプログラム）

一般教養科目（情報科学以外の理数系）

一般教養科目（情報科学）

一般教養科目（英語以外の人文社会系）

一般教養科目（英語）

学外実習（学外体験学習）

卒業研究・卒業論文作成

専門科目（法規・制度・倫理）

専門科目（病態・薬物治療）

専門科目（薬剤）

専門科目（薬理）

専門科目（衛生）

専門科目（生物）

専門科目（化学）

専門科目（物理）

2020～2022年度卒業生 2023年度卒業生
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（４－１） 「（４）」以外で現在の仕事に役立っている在学中の取り組み 

（複数の回答があった意見を抜粋） 

 

【薬学科】 

2020～2022 年度卒業生（複数の回答があった意見を抜粋） 

⚫ インターンシップや OBOG 訪問等を含む就職活動（回答数 2） 

 

2023 年度卒業生 

        複数回答がなかったため、記載省略 
 

【創薬科学科】 

なし 
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4-3 その他 

（１） 高校生に本学を勧めたいと思うか 

 

【薬学科】2020～2022 年度卒業生（n=252）／2023 年度卒業生（n=40） 

 

【創薬科学科】2020～2022 年度卒業生（n=26）／2023 年度卒業生（n=3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.5%

52.5%

40.0%

0.8%

3.5%

13.9%

53.6%

28.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

1 全くそう思わない

2 あまりそう思わない

3 どちらとも言えない

4 ややそう思う

5 とてもそう思う

2020～2022年度卒業生 2023年度卒業生

0%

33.3%

66.7%

7.7%

19.2%

50.0%

23.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

1 全くそう思わない

2 あまりそう思わない

3 どちらとも言えない

4 ややそう思う

5 とてもそう思う

2020～2022年度卒業生 2023年度卒業生
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（１－１） 「5」「4」と答えた理由 

【薬学科】2020～2022 年度卒業生（n=206）／2023 年度卒業生（n=37） 

  

【創薬科学科】2020～2022 年度卒業生（n=19）／2023 年度卒業生（n=2） 

 

 

8.1%

2.7%

13.5%

8.1%

18.9%

8.1%

24.3%

16.2%

62.2%

16.2%

2.7%

18.9%
32.4%

5.4%

29.7%

29.7%

3.4%

2.9%

35.4%

25.2%

6.3%

12.1%

43.7%

18.4%

60.2%
24.8%

2.4%

14.1%
42.2%

8.7%

21.8%

33.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

その他（記述）

その他（記述）立地が良い

社会的評価が高い

知名度が高い

職員の対応が良い

教員の対応が良い

魅力的な仲間に出逢える

魅力的な先生に出逢える

自分のために自由に使える時間が確保しやすい

サークル活動の時間が充実している

卒後教育が充実している

就職活動に向けたサポートが充実している

国家試験に向けたサポートが充実している

専門科目以外の学びも充実している

研究活動が充実している

専門科目の教育内容が良い

2020～2022年度卒業生 2023年度卒業生

50.0%

50.0%

50.0%

15.8%

5.3%

15.8%

26.3%

57.9%

47.4%

15.8%

52.6%

15.8%

10.5%

26.3%

21.1%

26.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

社会的評価が高い

知名度が高い

職員の対応が良い

教員の対応が良い

研究活動が充実している

魅力的な仲間に出逢える

魅力的な先生に出逢える

自分のために自由に使える時間が確保しやすい

サークル活動の時間が充実している

卒後教育が充実している

就職活動に向けたサポートが充実している

専門科目以外の学びも充実している

専門科目の教育内容が良い

2020～2022年度卒業生 2023年度卒業生
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（１－２） 「2」「1」と答えた理由 

【薬学科】2020～2022 年度卒業生（n=11）／2023 年度 該当者なし 

  

【創薬科学科】2020～2022 年度卒業生（n=2）／2023 年度 該当者なし 

 

 

 

（２） 現在の職場における本学の知名度 

【薬学科】2020～2022 年度卒業生（n=252）／2023 年度卒業生（n=40） 

 

 

 

 

 

36.4%
18.2%

27.3%
18.2%

27.3%
18.2%

27.3%
36.4%
36.4%

27.3%
27.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

その他（記述）

職員の対応が悪い

教員の対応が悪い

魅力的な仲間がいない

魅力的な先生がいない

自分のために自由に使える時間が確保しにくい

就職活動に向けたサポートが乏しい

国家試験に向けたサポートが乏しい

専門科目以外の学びが乏しい

研究活動が乏しい

専門科目の教育内容が乏しい

100.0%

50.0%

50.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

魅力的な仲間がいない

専門科目以外の学びが乏しい

専門科目の教育内容が乏しい

5.0%

12.5%

17.5%

25.0%

40.0%

4.4%

5.5%

13.9%

39.7%

36.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

1 低い

2 どちらかというと低い

3 どちらとも言えない

4 どちらかというと高い

5 高い

2020～2022年度卒業生 2023年度卒業生
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【創薬科学科】2020～2022 年度卒業生（n=26）／2023 年度卒業生（n=3） 

 

 

 

（３） 卒業後に本学と接触したことがあるか 

【薬学科】2020～2022 年度卒業生（n=252）／2023 年度卒業生（n=40） 

 

【創薬科学科】2020～2022 年度卒業生（n=26）／2023 年度卒業生（n=3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

33.3%

66.7%

19.2%

15.4%

34.6%

19.2%

11.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

1 低い

2 どちらかというと低い

3 どちらとも言えない

4 どちらかというと高い

5 高い

2020～2022年度卒業生 2023年度卒業生

62.5%

47.2%

37.5%

52.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

2023年度卒業生

2020～2022年度卒業生

有 無

100.0%

65.4% 34.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

2023年度卒業生

2020～2022年度卒業生

有 無
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（３－１） 接触事由 

【薬学科】2020～2022 年度卒業生（n=119）／2023 年度卒業生（n=25） 

 
【創薬科学科】2020～2022 年度卒業生（n=17）／2023 年度卒業生（n=3） 

 

 

 

 

 

 

8.0%

4.0%

36.0%
4.0%

16.0%
12.0%

24.0%
12.0%

4.0%

4.0%

3.4%
1.7%

2.5%
1.7%

8.4%
4.2%

4.2%
24.4%

6.7%

9.2%
22.7%

23.5%
7.6%

0.8%

2.5%

2.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

その他（記述）

その他（記述）営業活動

その他（記述）相談

その他（記述）国家試験・学習関連

その他（記述）キャリア支援・就職活動

その他（記述）実習指導・教育貢献

その他（記述）研究活動・大学院進学

その他（記述）挨拶・近況報告・交流

転職相談のため

学生支援部に所属企業の求人情報を提供するため

OBとして部活動やサークル活動に参加するため

後輩に所属企業の求人情報を提供するため

教員に所属企業の求人情報を提供するため

現在携わる研究に関してのアドバイスを求めるため

共同研究の依頼のため

卒後教育への参加

2020～2022年度卒業生 2023年度卒業生

66.7%

33.3%

11.7%

52.9%

11.8%

5.9%

5.9%

5.9%

5.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

その他（記述）

その他（記述）研究活動・大学院進学

その他（記述）挨拶・近況報告・交流

転職相談

OBとして部活動やサークル活動に参加するため

共同研究の依頼のため

卒後教育への参加

2020～2022年度卒業生 2023年度卒業生
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（４） 本学に期待すること 

 

【薬学科】 

2020～2022 年度卒業生（特に多くの回答があった意見を抜粋） 

⚫ 国家試験対策（回答数 8） 

⚫ 就職支援の充実（回答数 8） 

⚫ 臨床現場で役立つ実践的学びの充実（回答数 3） 

⚫ 研究活動の充実（回答数 3） 

⚫ 各種連絡の円滑化（回答数 6） 

 

2023 年度卒業生（特に多くの回答があった意見を抜粋） 

⚫ 国家試験対策（回答数 3） 

⚫ 就職支援の充実（回答数 2） 

 

【創薬科学科】 

2020～2022 年度卒業生（特に多くの回答があった意見を抜粋） 

⚫ 研究活動の充実（回答数 2） 

 

2023 年度卒業生 

⚫ 学外体験学習の充実 
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5 病院・企業等調査集計結果 

 

（１） 本学卒業生の学生が DP で掲げた能力について、仕事においてどの程度重要であ

るか、また本学卒業生の入社時の修得レベルがどの程度であると感じるか。 

「5（とても重要/十分に修得できている）」～「1（全く重要でない/全く修得でき

ていない）」の５段階評価で調査。 

（なお、不明または採用実績がなく評価できない等の場合は「0（分からない）」

と回答） 

 

参加業種 

業種 法人数 

病院 37 

製薬 28 

保険薬局 15 

ドラッグストア 11 

公務員 10 

CRO 8 

医薬品卸 4 

化学 4 

SMO 2 

医療機器・医薬品 2 

医療用品 2 

広告 2 

その他 6 

計 131 
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薬学科DP 重要度 修得度 

高い責任感および倫理観[DP1] n=106 n=103 

患者本位の視点[DP1] n=98 n=96 

薬学の基礎知識[DP2] n=105 n=103 

薬学の高度な専門知識[DP2] n=105 n=102 

論理的な思考力[DP3] n=106 n=102 

適切に課題を解決する能力[DP3] n=106 n=103 

臨床現場での実践的な技能[DP4] n=96 n=90 

コミュニケーション能力[DP4] n=106 n=103 

国際感覚[DP5] n=104 n=94 

語学力[DP5] n=104 n=95 

 

創薬科学科 DP 重要度 修得度 

高い倫理観[DP1] n=72 n=56 

幅広い一般教養[DP1] n=72 n=56 

薬学の基礎知識[DP2] n=71 n=55 

薬学の高度な専門知識および技術[DP2] n=71 n=54 

語学力[DP3] n=70 n=51 

コミュニケーション能力[DP3] n=72 n=56 

プレゼンテーション能力[DP3] n=72 n=56 

社会貢献に対する熱意および責任感[DP4] n=72 n=56 

ディスカッション能力[DP5] n=72 n=56 

自立的な実行力[DP5] n=72 n=56 

自ら課題を見出す力[DP6] n=72 n=56 

適切に課題を解決する力[DP6] n=72 n=56 
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【薬学科】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.3

3.4

4.7

3.8
4.5

4.3

4.0

4.3

4.5

4.7

0 1 2 3 4 5

語学力[DP5]

国際感覚[DP5]

コミュニケーション能力[DP4]

臨床現場での実践的な技能[DP4]

適切に課題を解決する能力[DP3]

論理的な思考力[DP3]

薬学の高度な専門知識[DP2]

薬学の基礎知識[DP2]

患者本位の視点[DP1]

高い責任感および倫理観[DP1]

重要度

3.2

3.3

4.3

3.7

4.1

4.0

3.8

4.1

4.1

4.2

0 1 2 3 4 5

語学力[DP5]

国際感覚[DP5]

コミュニケーション能力[DP4]

臨床現場での実践的な技能[DP4]

適切に課題を解決する能力[DP3]

論理的な思考力[DP3]

薬学の高度な専門知識[DP2]

薬学の基礎知識[DP2]

患者本位の視点[DP1]

高い責任感および倫理観[DP1]

修得度
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【創薬科学科】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4
4.4

4.5
4.1

4.5
4.1

4.6
3.6

3.9
4.2

4.3
4.6

0 1 2 3 4 5

適切に課題を解決する力[DP6]
自ら課題を見出す力[DP6]
自立的な実行力[DP5]

ディスカッション能力[DP5]
社会貢献に対する熱意および責任感[DP4]

プレゼンテーション能力[DP3]
コミュニケーション能力[DP3]

語学力[DP3]
薬学の高度な専門知識および技術[DP2]

薬学の基礎知識[DP2]
幅広い一般教養[DP1]
高い倫理観[DP1]

重要度

4.0
4.0
4.0

3.8
4.0

3.8
4.1

3.5
3.7

3.9
3.9

4.2

0 1 2 3 4 5

適切に課題を解決する力[DP6]
自ら課題を見出す力[DP6]
自立的な実行力[DP5]

ディスカッション能力[DP5]
社会貢献に対する熱意および責任感[DP4]

プレゼンテーション能力[DP3]
コミュニケーション能力[DP3]

語学力[DP3]
薬学の高度な専門知識および技術[DP2]

薬学の基礎知識[DP2]
幅広い一般教養[DP1]
高い倫理観[DP1]

修得度
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（２） 本学卒業生の学生が DP で掲げた以外の能力・意識について、仕事においてどの

程度重要であるか、また本学卒業生の入社時の修得レベルがどの程度であると感

じるか。 

「5（とても重要/十分に修得できている）」～「1（全く重要でない/全く修得でき

ていない）」の５段階評価で調査。 

（なお、不明または採用実績がなく評価できない等の場合は「0（分からない）」

と回答） 

 

薬学科 重要度 修得度 

薬学以外の専門知識・技能 n=103 n=98 

幅広い一般教養 n=105 n=99 

自立的な実行力 n=106 n=101 

自ら課題を見出す力 n=106 n=100 

リーダーシップ n=106 n=100 

プレゼンテーション能力 n=106 n=99 

ディスカッション能力 n=106 n=100 

専門分野以外にも関心を持ち多角的に物事を

捉える広い視野 
n=106 n=99 

社会や科学の動向に関心を持ち新しい価値を

生み出す力 
n=106 n=98 

生涯にわたり自己学習する意識および姿勢 n=106 n=102 

 

創薬科学科 重要度 修得度 

薬学以外の専門知識・技能 n=70 n=56 

リーダーシップ n=72 n=55 

専門分野以外にも関心を持ち多角的に物事を

捉える広い視野 
n=72 n=55 

社会や科学の動向に感心を持ち新しい価値を

生み出す力 
n=71 n=55 

生涯にわたり自己学習する意識および姿勢 n=72 n=56 
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【薬学科】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4

4.0

4.2

4.1

4.0

4.1

4.4

4.4

3.9

3.6

0 1 2 3 4 5

生涯にわたり自己学習する意識および姿勢

社会や科学の動向に感心を持ち新しい価値を生み出す力

専門分野以外にも関心を持ち多角的に物事を捉える広い視野

ディスカッション能力

プレゼンテーション能力

リーダーシップ

自ら課題を見出す力

自立的な実行力

幅広い一般教養

薬学以外の専門知識・技能

重要度

4.0

3.7

3.9

3.7

3.7

3.7

4.0

4.0

3.8

3.5

0 1 2 3 4 5

生涯にわたり自己学習する意識および姿勢

社会や科学の動向に感心を持ち新しい価値を生み出す力

専門分野以外にも関心を持ち多角的に物事を捉える広い視野

ディスカッション能力

プレゼンテーション能力

リーダーシップ

自ら課題を見出す力

自立的な実行力

幅広い一般教養

薬学以外の専門知識・技能

修得度
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【創薬科学科】 

 

 

 

（３） 本学学生に期待する能力 

  【薬学科】 

⚫ コミュニケーション能力（回答数 4） 

⚫ 医療の変化を理解し、社会に応える力（回答数 3） 

  【創薬科学科】 

⚫ コミュニケーション能力 

⚫ プレゼンテーション能力 

 

 
 

 

以上 

4.4

4.2

4.2

4.0

3.8

0 1 2 3 4 5

生涯にわたり自己学習する意識および姿勢

社会や科学の動向に感心を持ち新しい価値を生み出す力

専門分野以外にも関心を持ち多角的に物事を捉える広い視野

リーダーシップ

薬学以外の専門知識・技能

重要度

4.0

3.8

3.8

3.7

3.5

0 1 2 3 4 5

生涯にわたり自己学習する意識および姿勢

社会や科学の動向に感心を持ち新しい価値を生み出す力

専門分野以外にも関心を持ち多角的に物事を捉える広い視野

リーダーシップ

薬学以外の専門知識・技能

修得度


